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　本稿で は、難聴者の 環境音認知に つ い て こ れまでに得 られて い る知見 を 、 （1）環境

音聴取の 意義 、 （2）難聴者の 環境音聴取 に関する調査研究 、 （3）健聴者の 環境音認知

に関す る実験的研究、（4）難聴者の 環境音認知に 関する 実験的研究に 分類 して 概観 し

た 。 難聴者の 環境音認知研究に つ い て の 課題 と して は 、こ れ まで の 研究は環境音の 認

知方略を論 じた もの が非常に少な い 点、context に代表 される よ うな音響 的手がか り以

外 の 情報が環境音認知に どう影響を与える の か とい うこ とに つ い て の議論が少な い 点

が 挙げ られ た 。 近年は聴覚補償機器の 発展 もあ り、 以前 よ りも聴覚活用の 幅が広が り、

難聴者の QOL も高まっ て きて い る 。 その ような現状 におい て 、 難聴者の 環境音認知に

つ い て十分 に検討 した上 で 、 支援や指導に関する具体的な内容を議論 して い くこ とが

必 要 とな る こ とが 考えられ た 。

キー ・ワ ー ド ：難聴者、環境音認知、認知方略

工．は じめに

　様々 な音があふ れる 日常にお い て 、 我 々 は聴

覚 を活用 してそ の 音 の 中か ら意味 を見 出し、次

に取る べ き行動 を決定 して い る 。 例 えば、言語

音 を理解 して 相手の 要求 に応 じた行動 を と り、

ク ラ ク シ ョ ン や サ イ レ ン 等の 警告音 を理解 して

危機 を回避するこ とが可能で ある 。 また、音そ

の もの が 直接的 な意味を持 た な くて も、虫 の 鳴

き声 を聞 い て季節の 到来を感 じ、 音楽を聴 い て

安 ら ぎを得る こ と もある ， 聴覚 に障害 を持 つ 難

聴者 は これ らの 環境音 をどの よ うに認知 ］） して

い るの で あ ろ うか 。

　難聴者 の 聞こ えの 困難を考 え る と、言語音の

知覚 ・認知が
一

番に挙げ られる 。 我 々が生活す

る現代に お い て は 、 音声言語が最 も多 く流通 し

て い る意思疎通の 手段 で ある と い っ て も過言で

　
＊
筑波大学大学院人間総合科学研究科

桝 上 越 教 育 大 学 　臨床 ・健康教育学系
巾桝

中 部学 院大 学 人 間福祉 学部

はない 。 近年で は 、 手話 など の 視覚言語 も認め

られ て きて は い る もの の 、その 流通性 は低 く、

音声言語圏で 生活 して い くた め に は 聴覚 を活用

した コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン手段 を可能な限 り獲得

させ る こ とは重要 であ る と考 えられて い る 。 そ

の ため 、 難聴児 を教育する聾学校で は古 くから、

補聴器 などを用 い なが ら保有聴力を最大限に活

用 し、読話 を併用 しなが ら音声言語に よる コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を第一
の 手段 とす る 「聴覚ロ話

法」 とい う指導が 行われ て きた 。

　しか しなが ら、聴覚を通 して入力 され る の は

言語音声 の み で は な い 。 先に述 べ た よ うに 、 楽

器音や 環境音の 聴取 も聴覚 の 重要な情報 とな り

得る 。 こ の 点に 関 して、今井 （1990）は、聴覚

の活用 は話 しこ とばの 知覚 と と もに環境音を意

識させ る こ とに よ っ て、常に社会 と の 接点 を持

たせ る必 要があ る と述 べ て い る 。 さ らに大沼

（2004） も、 人 間に と っ て の 聴覚 の 意味は 、た

とえ音声を明瞭に 聞 き分ける こ とに は直接役に

立た な くとも、音 を 「き く」こ とで、感情 ・情
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緒 に触れる とい う側面が ある こ とを見逃 して は

ならない と述 べ て い る 。 以上 の こ とか ら 、 語音

の 弁別が困難で あ っ た として も、 環境音 を通 し

て外界 との つ なが りを認識する こ とは、難聴者

本人に とっ て も非常 に重要で あると思 われる 。

　 本稿 で は、難聴者の 環境音認知に つ い て こ れ

まで に得 られて い る知見 を整理 し、今 日 の 課題

を提起 した上で今後の研究の 展望を考察する こ

とを 目的とする 。 本稿で は難聴者の 環境音認知

に 関す る研 究 を （1）環境音聴取 の 意義 、 （2）

難聴者の 環境音聴取に 関する 調査研究 、 （3）健

聴者の 環境音認知 に関す る実験的研究、（4）難

聴者の環境音認知に関する実験的研究に分類 し

て 概観する 。 また 、 その 概観 の 中か ら生 じた問

題点 を提起 し、 今後 の 展望 に つ い て も考察す

る 。

皿．環境音聴取の 意義

　こ れ まで に も難聴者の 環境音聴取 に関す る議

論は い くつ か 存在す るが 、 それ らを概括す る と

難聴者の 環境音聴取 に対す る態度 は時代 ととも

に変容 して い る こ とが窺 える 。 まず、難聴児を

対象に環境音認知 につ い て検討したHieber
，
　Ger−

ling
，
　Matkin

，
　and 　Skalka （1980）は、 コ ミュ ニ ケ

ーシ ョ ン に おい て 困難を示 し、手話を用い た指

導が 適切で あ る と されて い た難聴児の 中 に も 、

環境音の 識別が可能 な児童が存在するこ とを指

摘 して い る 。 また 、 今井 ・高橋 （1980 ）に よる

と、環境音は言語音 と比較 した際に、重度の 難

聴児 で も識別可能な例 も多 くみ られ 、 言語音声

の 識別が厳 しい 重 度の 難聴児の聴覚活用の 様相

を検討する に は有効で ある と指摘 して い る 。 こ

れ らか ら、「言語音の 識別 は厳 しい が環境音 は

識別するこ とがで きる」 とい うように、環境音

聴取 に対 して消極 的な態 度で あ っ た こ とが わ か

る 。

　 しか しな が ら、近年で は聴覚補償技術が進歩

して お り、30年前 とは状況が 大 きく異な っ て い

る 。 補聴器に 関して は デ ジ タ ル化が 進み 、 周波

数変換機能や騒音抑制機能な どの 様 々 な処理が

可能 となっ た 。 また 、 近年で は入工 内耳の普及

も忘れ て はな らない 。 これ らの 聴覚補償技術の

恩恵 を受け 、 言語音の み で なく環境音や楽器音

の 識別が 向上 し （加藤 ・星名，2004）、 以前 より

も聴覚活用の 幅が広が っ て い る 。 そ の 様な現状

の 中で 、 「言語音 に加え環境音 の 聴取 も重要 な

こ とで ある 」 と い う報告 も存在 し （Shafiro，

2008）、積極 的な態度 に変容 して きて い る こ と

が窺える 。

皿．難聴者の環境音聴取に関す る調査研究

　難聴者は環境音に対 して どの よ うな意識 を持

っ て い る の で あろ うか 。 中川 ・須 藤 ・舞薗

（2007）は重度聴覚障害者 102名 を対象に、社会

生活 をす る上で 比較的聴取する機会の 多 い 35種

類の環境音 （車内放送 など の 言語音 も含 む）の

聞 こえに関す る実態調査 を行 い 、 それぞれの 環

境音 に対 して 「聞 こ えない が聞 こ える必要が あ

る」 とい う回答の 割合を調べ た 。 非言語音で 回

答 の 割合が高か っ た もの は 「非常警報」、 「車の

ク ラク シ ョ ン 」で あ り、 社会生 活 をす る上 で は

「危険回避」が環境音聴取 の 第一の 目的 とな っ

て い る とい う見解 を示 して い る 。 さらに、聴力

障害者情報文化 セ ン タ ー
（1995）に よる 、 「耳

の 不 自由な人た ちが感 じて い る朝起 きて か ら夜

寝 る まで の 不便調査」 にお い て も 、 「バ イクや

車が 後ろか ら来た こ とが わ か らない の で 危険 を

感 じる」 とい うよ うな記述 が見 られ、環境音を

聴取 で きない こ と を不便に感 じて い る者 もい る

こ とが窺える 。 また 、 人工 内耳装用者 に対する

調査 で は、人工 内耳 の 利点 の 1つ と して 「環境

音へ の 気づ き」が挙 げ られ てお り （Eise皿berg，

1985；Tyler，1994；Zhao ，　Stephens，　Sim ，　and

Meredith
，
1997）、環境音の 聴取 は人工 内耳装用

者に とっ て も関心の 高い 事項の 1つ で ある とい

える 。

　こ の ような現状に対 して 、福祉工 学の 分野で

は重 度難聴者 の 日常 で の 聞 こ えの 支援 シ ス テ ム

が検 討 され て い る （安藤 ・竹内 ・松本 ・工 藤 ・

大西，2002；具 ・伊藤，
2002；佐 々 木 ・竹 口

・大

橋 ，
2003； 拓植 ・大西 ，

1999）。 こ れ らは環境音

の音響特性を解析 し、 あ らか じめ登録 されて い
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る情報 と照合す る こ とに よ り環境音 を識別 し、

その 結果 を文字や 光な どの 視覚情報 に代替す る

とい っ た手法 を用い て い る ものが 多 くみ られ

る 。 しか しなが ら、 現在の 視覚代替 シ ス テ ム で

識別の 対象 とされ る の は 、 サ イレ ン や アラ
ーム

な どの 人工 音が ほ とん どであ り、全て の 環境音

が視覚情報に代替され る わ けで はない
。

つ まり、

こ れ らの シ ス テ ム を使用 しなが らも、難聴者 自

身が 自らの聴覚を活用 して 環境音 を識別す る こ

とが 重要 となる 。 そ の ため に も、難聴者にお け

る環境音 の 識別率その もの を向上 させ る よ うな

支援に つ い て も検討しなければな らない 。

】V．健聴者の環境音認知 に関する実験的研 究

　 1．環境音認知 における音響的手がか り

　我 々 が 環境音を識別する際は、音 の音響物理

学的要 因 （以下 、 音響的手がか り）を基に音源

を判 断 して い る 。 その 音響的手がか りと して は 、

周波数情報 （spectrum 　information）や 時間情報

（telnporal　infbmlation）などが挙げ られる 。

　Gygi，　Kidd ，
　and 　Watson （2004）は古 くか ら行

われて い る音声知覚の研 究手法を引用 し、70種

類の環境音 を用 い て周波数情報 、 及 び時間情報

が環境音識 別に与える 影響 に つ い て 検討を行 っ

た 。そ の 結果、周波数情報 に 関 して は、1200−

2400Hz の 周波数帯 域 （中心周 波数 は 1697Hz ）

が環境音 を識別す る際に最も重要 となる こ と、

時間情報 に関 して は特異的な リズ ム を有す る刺

激の 識別率が高 い とい うこ とが考 え られ た。ま

た 、 event 　modulated 　noise （EMN ）を用 い て 実

験 を行 っ た とこ ろ 、EMN 処理 を され た環境音

70種類の 識別率 の平均は50％程度で あ っ た こ と

か ら 、 環境音の 識別率を高め るに は 、 時 間情報

の み で はな く、 周波数情報が 必要不可欠で あ る

とい う考察を行 っ て い る 。

　そ の 他 、環境音が 「ど の よ うな状況で生 じて

い るの か」 とい う理解 の ため に も音響的手が か

りは重要となる 。 Reep （1987）は hand　clap に お

ける周波数の ピー
ク値 か ら、 hand　clap 中の 手の

形状 を想起で きる と報告を行 っ て い る 。 また 、

Li，　Logan ，　and 　Pastore （1991）は、周波 数 の ピ

一ク値 を中心 と した帯域 の構 造を聞き分 ける こ

とに より男女の 足音 を聞 き分ける こ とが 可能で

ある と報告 して い る 。 そ の 他に も、液体、個体

な ど の 音 源 の 物 理 的特性 の 違 い や （Gaver，

1993a，1993b）、 音 源 の 材 質 や 長 さ の 違 い

（Carello，　Anderson，
＆ Kunkler−Peck

，
1998）、瓶が

割れ た際の 衝撃の 激 しさ （Warren ＆ Verbrugge
，

1984） も、音響特徴 を手がか りと して判断する

こ とが 可能 で あ る 。 言語 音認 知 に お い て は 、

我 々 は微細 な音響 的特徴 の 違 い を聞 き分 ける こ

とに よ り、 発話者の 性別 や背格好を想定する こ

とが可能で ある こ とが知 られ て い るが、環境音

認知にお い て も、音響的手が か りを もとに、音

源の 識別の みで は な く、その 音が生 じて い る状

況 も想起す る こ とが可能で ある と考えられ る 。

　以上の よ うに環境音認知 は言語音認知 と非常

に類似 した側面を持 つ が 、 Ballas （1993）、　 Gygi

et　al．（2004）は 、 環境音 は 言語音 よ りも非常 に

多種多様で変化に富ん だ音で あ り、環境音 をテ

ー
マ と した研 究自体が 困難で ある とい う見解を

示 して い る 。 その ためか 、環境音認知を取 り上

げた研 究は非常に少な い こ とが特徴 と して挙 げ

られ、今 日に至 っ て も十分な議論が なされ て い

な い 。 今後 も、 音響 的手が か りの 活用 につ い て

更なる検討が必要 になる と思わ れる 。

　 2．環境音認知におけるcontex 電の役割

　我 々 が言語音を聴き取る際に は、言語音の 音

響 的手がか りの み で は な く、 会話の context も参

考に しなが ら相手の 発言内容 を理解 して い る 。

一方で 、context は環境音認知 にお い て も重要な

役割を持 つ 。 なぜ なら、 我 々 は音源 とその 音源

が生 じる状況 との 関係 を理解 しなが ら環境音 を

記憶 して い るか らであ る （Ballas，1993；Fabiani ，

Kazmerski
，
　Cycowicz

，
＆ Friedman

，
1996；Marcel1，

Borella，　Greene，　Ke 皿
，
＆ Rogers

，
2000；Yost，

1991）。

こ こ か らは環境音認知 における context の 効果に

つ い て検討した 報告 を紹介する 。

　まず、近年で は事象関連電位 を用 い て context

の 効果 を検討 して い る もの が 多 く見られ る 。 語

音認知 に お い て 、先行 した context と意味的に逸

脱 した語 に対 して 、 潜時400ms 付近に陰性電位

一189一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

田 原　　敬 ・原島　恒夫 ・小林　優子 ・堅田　明義

Table　1　先行研究に お け る context の種類

conte × tの 種 類 context と環 境音の 関係

音源 そ の も の の 画像や名称 例）Cummings 　et ，　al．（2006＞

　 　 　 　 転、鞍

　 　 　 A 　　　
ザ

ll拶灘
・1弛

　 context

「
ニ ワ トリの 鳴 き声 」

環 境音

直接 的

音 源 と意 味的 に 関連す る 音や画像 例）Ozcan　et ．　al．（2eo6）

灘 ；

婆」．y

　　　　毒

　 ⊂ontext

「
歯磨きの 音」

環 境音

間 接 的

音源 と そ の 音が 嗚 っ て い る 状況 が描か れた 絵 例 ）Ozcan 　et．　al．（2006）

馬藁。

舞筆噺
』

　 conteXt

「電 話の 呼 び 出 し音」

環 境音

直接 的 で はあ る が 複 数の 音源 の 中 か

ら 1 つ を 選 択す る こ と が 必要 とな る，

（以下 N400 とする）が 出現す る こ とが知 られ て

お り、N400 は centext 　 effect （文脈効果） を示 し

て い る と解釈 され て い る 。 こ の 手法 を用 い て

Cummings ，　 Ceponiene ，　 Koyama
，
　 Saygin，

Townsend ，　and 　Dick （2006）は 、 「ニ ワ トリの 鳴

き声」 に先 行 して 「ニ ワ トリの 絵」や 「ニ ワ ト

リ と書か れ た文字」な ど の 刺激を呈示す る と い

っ た実験 を行い 、 環境音 認知 におい て もcontext

effect は観察 される の か検討 して い る 。 そ の 結

果 、 先行 し た context に逸脱 した環境音 を呈示す

る と、N400 が出現す る とい う結果が 得 られ て

い る 。 Kirmse，　Jacobsen，　and 　Schroger （2009）、

Orgs，　Lange，　Dombrowski ，
　and 　Heil

， （2006，
2007）

にお い て も同様 の 報告が確 認 され 、 環境 音 と

contextは意味的な結びつ きを有 して い る と考え

られて い る 。

　
一

方で、プラ イ ミ ン グ パ ラ ダイ ム
2 ）

に お ける

反応時間な どの 遂行成績に着目して 、 環境音認

知にお ける context の 効果 に つ い て検討 して い る

報告 も存在す る 。 Ballads　and 　Mullin 　s （1991）

は ターゲ ッ ト刺激 となる曖昧な環境音 に先行 し

て 聴覚的なプライム 刺激 を呈示する こ とで 、 環

境音の 識別に影響が で るか どうか を検討 し て い

る 。 タ
ー

ゲ ッ トと して は識別が 困難で ある曖昧

な音 （例 えば 「ベ
ー コ ン を焼 く音」、 「導火線が

燃 える 音」 な ど）を用 い 、そ の 刺激に対 し て

（1）タ
ー

ゲ ッ トを連想させ る プ ライム 、（2） タ

ーゲ ッ トと類似 した音響特徴 を有する、尚且 つ

タ ーゲ ッ トと異 なる音源を連想させ る よ うなプ

ラ イム の 2 種類 を用 い た結果、刺激音を連想 さ

せ るプラ イム は識別を促進 させ たの に対 し、他

の 音 源を連想 させ る プライ ム は識 別 に不利 に働

い た 。 具体例 を挙げる と、「オ レ ン ジを切る音」

な ど台所を想起させ る よ うなプ ライム を呈示 し

た後 に 「導火線が燃 える音」 を呈示する と、 被

験者 は 「ベ ーコ ン を焼 く音」 と誤認 した の で あ

る 。 こ の こ とか ら、瞹昧で あ り識別が 困難で あ

る環境音 に関 して 、 context が 強 い 影響を与える
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こ とが わ か る 。 また Ozcan 　and 　van 　Egmond

（2009）は視覚的なプラ イム 刺激 を用 い て検討

を行 っ て い る 。 彼 らは （1）object 　context ；そ

の 音 と意 味的 な 関連 があ る写真 、 （2）scene

context ；そ の 音が 聞こ える可能性が高 い 状 況が

写 っ た写真の 2 種類 を タ
ー

ゲ ッ ト刺激で ある環

境音に先行 して呈示し、c 。ntext の違 い が環境音

認知に与える影響を検討 して い る 。 例 えば 「歯

磨きの 音」が タ
ーゲ ッ トで あれば 、 「歯磨 き粉

の チ ュ
ー

ブ の 写真」が object 　context で あ り、

「洗面台の 写真」が scene 　context となる。そ の 結

果、object 条件 で は全 て の 環境音の 識別が促進

されが、scene 条件で は識別が促進 されない 音

もあ っ た 。 そ れ らを詳細 に分析 する と 、 scene

contcxt に よ り識別が 促進 され た音は、音が 生 じ

る状況が限定 されるもの （location−specific ）で

ある の に対 し、促進 されなか っ た音は衝撃音や

機械音な ど の 偶発的 に起 こ る こ とが多 い もの

（event −specific ） と い う特徴が み られ た 。 ここ

か ら、環境音 を聞 い た際はその 音源名を検索す

る のみ で な く、 その 音が聞 こ える状況 も連想 し

て い る と い う示唆が 得 られ た。

　以 上の 研究 にお い て 、N400 の 出現や反応時

間の 短縮 か ら、環境音とcontext には意味的 なネ

ッ トワ
ー

クが存在す る とい う見解は
一致 して い

る もの の 、各 々 が用 い て い るcontext が異 な っ て

い る と い う重 大 な 問題 点 が 存在 す る 。 Cum −

mings 　et　al．（2006）が用 い て い る context は音源

の 名称や 写真 を指 して い る 。

一
方で Ballads　 and

Mullins （1991）で は 「ベ ー
コ ン を焼 く音」に

先行 して 「包丁で 野菜を切る音」を呈示する等 、

音源そ の もの で はな く、 あ くまで も音源 を連想

させ る もの をcontext と して い る 。 さ ら に、高

橋 ・今井 （1982）や Reed　and 　Delhorne （2005）

で は、そ の 音が 生 じて い る状況が書か れ て い る

イラ ス トが context とな っ て い る 。 以上 、 各研究

で 用 い られ て い る context の種類、及び環境音 と

の 関係 に つ い て Tabale　lに示 した 。

　context は 、 「時 間と い う次元 の もとに、過去

か らある時点まで に展開され進行中で ある 、 人

間の 行為や そ の 行為 の 説明を含 ん だ 、 複雑 に 入

り組ん だ 出来事の 総和で あ り、筋で ある」（菅

井，1999） と定義 される ように 、 非 常に抽象的

な概念で ある 。 環境音認知にお ける context の役

割に つ い て 検討する た めには 、 context を どの よ

うな 定義で 用 い て い る の か を明確に する こ とが

重要 であろ う 。

V ．難聴者の環境音認知 に関する実験的研 究

　今井 ・高橋 （1980）は 「環境音は言語音に比

べ る と理解可能なもの も多 く、重度難聴児の 聴

覚活用 の 様相 を検討する には有効で ある」 とい

う考えか ら、聾学校在籍児に 3種類 の 聴覚識別

テ ス トを行 っ た 。 そ の結果、聴力損失の 程度が

大 きい ほ ど正 当率が 低下す る傾 向が み られ た 。

しか し、 こ の 研究で は環境音 の ど の よ うな特徴

が 判断の 手がか りに なる の か とい うこ とに 関し

て 詳細 な検討 が行 われて い な い 。 そ こで 、 高

橋 ・今井 （1982＞は重度難聴児が環境音 を受聴

する際 、 音響 的手がか りをど の 程度活用 して い

るの か とい うこ とを明 らかにす る調査 を重度難

聴児 6 名 に 実 施 し た 。 刺 激 と し て は 、低 域

（425 〜850Hz ） を濾波し た もの 、高域 （1．7〜

3．4kHz）を濾波 したもの 、 環境音の 音圧 の 振幅

パ タ ン と同
一

の 振 幅パ タ ン を持 つ 500Hzを中心

とす るバ ン ドノ イズ音、加工 して い ない その ま

まの環境音を用 い た 。 その 結果か ら、重度難聴

児は、低い 周波数帯域の 情報を手が か りとし音

源を識別す る こ とが可能で ある とい う示唆が得

られ た 。

　また、中川 （1998）は、 特別支援学校 （聴覚）

の 高等部 に在籍 して い る生徒 を対象に環境音識

別検査を実施して い る。こ こ か らは、聴力 レ ベ

ル が上昇する に つ れ 、 周波数ス ペ ク トル 、すな

わち音色 に よ る 判断か ら、音圧 の 変化パ タ ン 等

の 韻律i青報に よる判断へ と移行す る可能性が示

唆され た 。

　一
方で 、人 工 内耳装用者の 環境音識別能力に

関する報告も少数存在す る 。 Proops，　Donalds ・ n
，

Cooper，　Thomas ，
　Burrell，　Stoddart，　Moore ，　and

Cheshire （1999）や Tye−Murray ，　Tyler，
　Wood −

worth ，　and 　Gantz （1992）は、人工 内耳装用後の
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聴覚活用 の 程度を確認するために、術後数回に

渡 っ て環境音識別検査 を実施 して い る 。 しか し

なが ら、こ れ らの 研究は人工内耳の 装用効果 を

測定するた め手段 として識別率を算出する の み

で あ り、音響的手が か りの 活用等に つ い て 検討

し て い な い と指摘 され て い る （Reed ＆ Del −

horne ，　2005）。 そこ で 、　Reed 　and 　Delhome （2005）

は人工 内耳を装用 した成人 ll名に環境音識別実

験 を行 い 、刺激間で の 成績の 差 を比 較 しなが ら

人工 内耳装用者が 活用す る音響的手が か りに つ

い て 検討した。そ の 結果、全て の 対象者 に お い

て周期的な リズム パ タ ン を有する断続音の 識別

率が高 く、持続音 の 識別率が低 い 傾向にあ っ た。

また、周波数情報の 活用 の 程度が識別率 を高め

る要因にな り得る可能性が示唆 された 。

　以上 を総括する と、 補聴器装用者、人工 内耳

装用者 の 両者 とも、周期 的なリ ズ ム パ タ ン を有

す る断続音の 識別 を得意 と して い る こ とが わか

る 。 これ ら の 時間情報 に加 えよ り広 い 周波数帯

域 を手 がか りとして活用する こ とが 可能で あれ

ば識別率も向上 するが 、周波数情報の 活用 に関

して は個人差が存在するた め 、 周波数情報の 活

用が 制限され る者 は時 間情報 を頼 りに環境音を

識 別する と い う方略 を 用 い て い る と考 え られ

る 。 今後は 、 裸耳の 聴力 に加 え、補聴器 ・人工

内耳 の 装用状 況 、 補聴器 ・人工 内耳が 有する機

能など の 聴能学的 な観点で難聴者 1 人 1 人の 聴

覚活用 も考慮 しなが ら検討 して 行 く必要が感 じ

られ る。

W ．まとめ と今後 の 展望

　本稿で は難聴者の 環境音認知に関す る研究 を

概観 した 。 難聴者の 環境音聴取 に関 して は、近

年の 聴覚補償技術の 発展に伴い 、「言語音の 聴

取に加え環境音の 聴取 も重要なこ と で あ る」 と

い う積極的な態度 に変容 して きて い る こ とが窺

えた 。 また、難聴者自身も環境音聴取 に関心 を

寄せ て お り、 QOL を高め る とい う観点か ら も、

環境音聴取 に つ い て再考す べ き時期 にある と思

われる 。

　環境音認知 にお い て は周波数情報を手が か り

として活用するこ とが重要で あ り、時間情報の

みで はそ の 識別率 は50％ に も満た ない とい う報

告 も存在 した （Gygi　et　aL ，2004）。

一方で、難

聴者の 環境音認知を考える と、難聴者は周波数

情報 の 活用が 制限 され るため に 、 時間情報 を主

な手がか りと して環境音を認知して い る者が多

い と思われる。さ らに、 こ れ らの 時間情報に加

え、活用で きる周波数帯域が よ り広ければ 、 環

境音 の 識別率の 向上 も期待で きるで あろ う。

　 多 くの 研 究にお い て環境音 とcontext 問に意味

的 なネ ッ ト ワ
ー

クが 存在する こ とが 認 め られ

た 。 しか しなが ら、context の 定義が各研 究で 異

なっ て お り、結果 として context の ど の よ うな側

面が環境音認知 に影響 を与えて い る の か とい う

事に つ い ての議論が なされ て い ない 。 context の

定義を再考した上 で 、 環境音認知にお ける con −

textの 役割 に つ い て 検討 を行 う必要 が ある と思

われ る。context は 日本語 に お い て は 「文脈」 と

い う様に訳 され るが 、 それ は単 に 「時系列的な

前後関係」 を意味す る の み で な く、状況や場面

とい っ た 「事象の 背景情報」 と い う意味 も有 し

て い る 。 先行研 究を概 観す る と、context は 「文

脈」 と い うよ りは 「環境音の 背景情報」と訳す

方が 適切 で あ る と考 えられ る 。 具体的に は、環

境音が 生 じる場 面や 状況、さ らに は音源 その も

の が cotext と して挙げ られ るが 、 今後 は これ ら

の contextを細分 しなが ら、そ の 効果に つ て 検討

して い く必 要が 感 じられる 。

　最後に 、難聴者の 環境音認知 に関す る研究に

つ い て の 課題及び、今後の 展望 に つ い て 考察す

る。まずは 、 こ れ まで の 研究は ほ とん どが 「ど

の 程度」環境音 を認知で きて い るの か に つ い て

論 じて お り、 「どの 様 に」環境 音を認知 し て い

るか とい う方略 を論 じた もの が非常に少 ない 点

が挙げ られ る 。 音響的手が か りを活用 した認知

方略 として は 、 音圧の 時間的変化 パ タ ン と低 い

周波 数帯域 の 情報を手が か りとして い る こ とが

い くつ か の 先行研 究 に お い て 共通 し て い る が

（中川 ，
1998 ；Reed ＆ Dellhorne ，2005；高橋 ら

，

1982）、 Gygi 　et　a 且．（2004）や 高橋 ら （1982）が

刺激 を帯域濾波 して検討 したよ うに、刺激や 条
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件を統制して検討して い る もの が少ない 。さ ら

に、周波数変換等の 聴覚補償機器の 機能に焦点

を 当て て検討 して い る研究も少な く、聴覚補償

技術 が発展 した近年 におい て は 、 こ れ まで に得

られ た知見 と異 な る方略 を用 い て 環境音 を認知

して い る難聴者 も存在す る か もしれ な い 。 今後

は 環境音の 音響特性 を統制 した実験 を行 い つ

つ 、補聴器等の 活用 も含め た聴能学的な視点か

らも環境音の認知方略を検討 して行 く必要が感

じられ る 。 難聴児教 育にお い て、特に幼 児期 な

どで は 、 環境音 を用 い なが ら聴能 の 基礎 を築 い

て い くとい っ た 指導 が古 くか ら行わ れ て い る

が 、これ らの 指導が環境音の 認知方略に基づ い

た もの で あれ ば、よ り高い 学習効果が期待 され

るで あろ う。

　次に、これ まで に行われた研究は 、 難聴者の

環境音認知にお ける音響的手が か りに つ い て 関

心が 向い て お り、context に代表 され る よ うな音

響的手が か り以 外の 情報が環境音認知に どう影

響を与える の か と い うこ とに つ い て の 議論が 少

な い 点が挙げられ る 。 高橋 （1989）、 及 び Reed

and 　Delhome （2005）は、環境音識別検査 を作

成する上で 「context は難聴者の 日常場面 で の 環

境音認知能力を見 る た め に 必 要な もの で ある」

と述 べ て い る。難聴者の 言語音認知に お い て、

読話 を併用する とその 識別率は顕著 に向上 する

こ とが よ く知られ て い る 。 環境音認知 にお い て

もcontext は 同様の 効果 をもた らす こ とが予想 さ

れ 、音響的手がか りの 活用を苦手 とす る 難聴者

は 、 日常的に context を活用 しなが ら環境音 を認

知 し て い る こ とが 考え られる 。 今後 は難聴者の

環境音認知方略 を音響 的手が か りの み で は な

く、 広 い 視点で 議論する こ とが必要 となる で あ

ろ う。

　先に も述べ た通 り、近年は音声言語の み で な

く、 環境音や楽器音の識別率が向上 し、 以前よ

りも聴覚活用の 幅が広が っ て い る 。 その ような

現状 にお い て 、 難聴者が 自分の 周 囲の 環境に耳

を傾 け、自分が 置かれ て い る状況を理解 した り、

危険を回避 した り、さ らに は 季節 の 変化 を告げ

る よ うな音を聴取 して 趣を感 じ る と い っ た こ と

も可能に なるか もしれない 。 その ため には、ま

ず難聴者が ど の ような方略を用 い て 環境音を認

知 して い る か とい うこ とを十分 に検 討 した上

で 、 支援や 指導に 関する具体的な内容を決定し

て い くこ とが必要 に なる で あろ う。

註

1 ）本稿で は、聴取（listen）を 「音を聞く行為」、識

　別 （identification） を 「入力 され た刺激の知覚特

　性 が記憶にあ る既存の情報と同一で ある こ とを

　確認する 行為」、認 知（rec ・gniti。 n ）を 「知 覚 ・判

　断 ・決定 ・推 論等 、 情 報収集 か ら事象の 理 解 に

　至 る ま で の 処 理活動 の 総 称」 とい う意味 で使 い

　分けて い る 。

2 ）プ ラ イ ミ ン グ は先行刺激 の 受 容が後続 する刺

　激 の 処理 に影響を及 ぼす こ とを意味する が、「プ

　ラ イ ミ ン グパ ラ ダ イ ム」 と は こ の 手法や 枠組 み

　を 用 い た実験 の こ とを意味 して い る。また、「プ

　ラ イム 刺激」 とは こ の プ ラ イ ミ ン グパ ラ ダ イ ム

　にお い て 、後続刺激 に 先行 して 呈示 され る刺 激

　を、「ターゲ ッ ト刺激」 と は プ ラ イ ム 刺激に後続

　し て 呈示さ れ る刺激 をそれぞれ意味す る 。
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The Literature Survey of  Studies on  Enyironmental  Sound Recognition

             by Indiyiduals with  Hearing Impairments

Kei TABARU,  Tsuneo HARASHIMA  Yllko KOBAYASHI  and  Akiyoshi  KATADA

  This paper examines  and  classifies  the studies on  environmental  sound  identification by  individuals

with  hearing impairrnents, A funher study  is needed  to consider  cognitive  strategies ofenvironmental

sounds  identification by individuals with  hearing impairments. Funhennore, we  should  comprehen-

sively examine  cognitive  strategies  focusing on  not  only  the sound  features of  environmental  sounds

but also  on  other  information like context.  The  technologies  of  hearing aids  and  cochlear  implants

progress and  auditory  ability of  individuals with  hearing impairments become  better, In such  a  current

state,  it is necessary  to reconsider  the environmental  sound  recognition  by individuals with  hearing im-

pairments and  ofTer the best support.

Key  words:  Individuals with  hearing impairments, Recognition ef  environmental  sounds,  Co

         strategy  of  environmental  sound  identification
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